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条件付書式
佐賀大学 新井康平

条件付書式の設定方法

• 国語の得点(C2:C10)で
50点未満のセルのフォ
ント色を赤にします。
セル範囲(C2:C10)を選
択します 。

• メニューバーの[書
式]→[条件付き書式]を
選択します。

手順

• 条件(1)を設定します。
• (1)の箇所の条件を選択します。
• 例では「50未満」ですので、「次の値より小さい」を選択。
• (2)の欄に「50」を入力します。
• (3)の【書式】ボタンをクリックします。

フォント

• 書式の設定をします。
文字の色を変えるの
で、「フォント」タ
ブの『色』を「赤」
にします。

50点未満

• 50点未満のセルが赤色の文字になりました。

• 条件の表(E2:G4)を作成します。
• この表の値（E2とE3セル）が変わるとC列の得点の色が変わり
ます。

• 平均点をC11で求め、その値をE3:E4に入れます。E2には＝
C11+20としてあります。

• 条件1～3を設定します。
この時、上記で作成した条件表の値を参照しますので、「=$E$2」や
「=$E$3」のように絶対参照にします。 (注1)ここでの条件は3つまでしか指定
できません。（[追加｣ボタンがグレーになっています。）

• (注2)条件2の次の値の間で「=$E$2」は条件1と重なってしまいます($E$2以下、
85以下)が、条件付書式は条件の上位から順次判定されるので、85の場合は条
件1が適用され、条件2の85以下は無視されます。
よって、条件2は「セルの値が」「次の値以上」「=$E$3」としてもよいです。

条件を数式で設定

• 条件を数式で設定すること
ができます。数式を使うこ
とで、色々な条件を設定で
きるようになります。

• 相対参照と絶対参照の使い
分けに注意します。
書式を設定するセルは相対
参照、判定の基準となるセ
ルは絶対参照になっていま
す。

• E2:G4の表を利用する場合
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フィルター
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上限・下限
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Forecast(予測),ConfInt(Confidence Interval:
予測区間)、線形予測(線形近似関数)
• 予測=FORECAST.ETS(A13,$B$2:$B$12,$A$2:$A$12,1,1)
• 下限=C13-
FORECAST.ETS.CONFINT(A13,$B$2:$B$12,$A$2:$A$12,0.95,
1,1)

• 上限
=C13+FORECAST.ETS.CONFINT(A13,$B$2:$B$12,$A$2:$A$
12,0.95,1,1)
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